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京都大学サマーデザインスクール2016
テーマ提案書
※テーマ提案に先立って、「テーマ提案に際しての確認事項」および「テーマ提案の際の参考資料」を必ずご確認ください。確認事項はwebページにも掲載しております。また、テーマ提案書の書き方にご不安がある場合は、テーマ募集ページより、過去の事例をご参考ください。
http://www.design.kyoto-u.ac.jp/sds2016/
■以下の記載内容は参加者募集時にWebに掲載します。
	テーマ名称（必須）
	

	テーマ種別について
（必須）
	今年度は、　①推奨テーマ「文化」　②自由提案テーマ　の２種類のテーマを募集しています。
①推奨テーマ「文化」では、以下のようなテーマを特に歓迎いたします。

・文化財、文化施設、文化的景観など文化に関連した現場をフィールドとするテーマ

・多文化/異文化特有の問題について考えるテーマ

・既存の文化に、何か異種のものを掛け合わせて新しい文化を検討するテーマ

　皆様の視点で自由に文化を解釈していただき、参加者とともに考えていただければと思います。
②自由提案テーマでは、例年通り特に制約なくテーマ提案をしていただけます。
下記のうちいずれかを選択し、該当するもののみを残してください。

	
	推奨テーマ「文化」　・　自由提案テーマ

	使用言語
（必須）
	いずれかを選択し、該当するもののみを残してください。

	
	日本語　・　英語　・　日本語でも英語でも可

	グループ数（必須）
	今年度は同一テーマを複数グループで実施いただけます。実施可能なグループ数を記入ください。ただし、テーマの提案数によっては実施いただけるグループ数を相談させていただく場合がありますが、ご了承ください。
なお、1グループあたりの参加者数は3名以上、6名以下となります。

	
	

	実施者
（必須）
	実施者全員の氏名、所属、専門分野、メールアドレスを1グループあたり5名を上限としてご記入ください。
2グループ以上で実施する場合は、実施者の欄を適宜追加して記載ください。
※所属については、大学名や企業名だけではなく、専攻名や部署名までお書きください。
※専門分野については、主な研究内容や仕事内容などについて簡単に記載ください。
※役割については、ファシリテータ、アドバイザ、専門知識提供、技術サポート等を記載ください。
※複数グループや複数テーマの掛け持ちも可能ですが、過度な負担とならないようにご留意ください。
※メールアドレスはWebに掲載しません。

	
	氏名
	所属
	専門分野
	役割
	グループ
	メールアドレス

	
	(代表者)


	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


	概要（必須）
	テーマの背景や目的、ワークの内容などについて、200～800文字程度を目安にご記入ください。

	
	


	教育目標（必須）
	参加者が終了時に何を学んだか明確に感じられるよう、十分に教育目標を絞り込んでください。

	
	

	デザイン理論とデザイン手法（必須）
	参加者に教育するデザイン理論やデザイン手法、およびそれぞれの具体的な学習方法（○○が講義を行なう、△△という文献を提示する、など）をご記入ください。

	
	【デザイン理論】
【デザイン手法】




	スケジュール（必須）
	1日目と2日目のスケジュールを具体的にご記入ください。
※3日目の午後はプレゼンテーション、午前はその準備になりますので記入不要です。3日目のプレゼンテーションは、前回同様のポスター形式を予定しています。
※会場（KRP）以外に移動して実施する場合、そのことがわかるようにご記入ください
※1日目の冒頭と3日目の午前中は、KRPでワークを行なうようにしてください（それぞれオープニングと、ポスター発表準備のため）

	
	【1日目 9月7日】
（午前）
（午後①：昼食～コーヒーブレイク）
（午後②：コーヒーブレイク～夕方）


	
	【2日目 9月8日】
（午前）
（午後①：昼食～コーヒーブレイク）
（午後②：コーヒーブレイク～夕方）


	
	【3日目 9月9日】：共通のため記入不要

（午前）
・プレゼンテーション準備（KRP）
（午後）
・プレゼンテーション（KRP）

	参加者へのメッセージ（必須）
	参加者の募集にあたって伝えたいこと、自己アピールなどを、自由形式でご記入ください。一言だけでもかまいません。

	
	

	テーマ概要スライドについて（必須）
	テーマ概要をスライド一枚で別途添付して下さい。写真や図表など含めて、参加者の興味を引くようお願いいたします。Webにひな形がありますので、ダウンロードしてご利用下さい。

http://www.design.kyoto-u.ac.jp/sds2016/theme-application/format/sds2016_slide_format.ppt


■これ以降の記載内容はWebに掲載しません。
	教育可能なスキルセット（必須）
	提案されるテーマにより教育可能と考えるスキルについて、合計して100%になるようにご記入ください。

	
	
	記入欄
	（例）

	
	独創力
	%
	20  %

	
	俯瞰力
	%
	20  %

	
	協調力
	%
	10  %

	
	計画力
	%
	 40  %

	
	実行力
	%
	0  %

	
	論理的思考力
	%
	0  %

	
	その他
	%
	プレゼン力 10  %

	新規性と継続性
（必須）
	サマーデザインスクールが回を重ねて成長するには、新規テーマと継続テーマのバランスが重要と考えています。新規テーマをご提案の場合には、なぜ今、そのテーマが大切なのかをお書きください。かつて同様のテーマを実施され継続される場合には、前回の経験をどのように生かしてテーマ設定や手法を改善されたかをお書きください。

	
	

	確認事項への同意（必須）
	「テーマ提案に際しての確認事項」（下記に掲載しております）をご覧になり、同意いただけましたでしょうか？　いずれかを選択し、該当するもののみを残してください。
http://www.design.kyoto-u.ac.jp/sds2016/theme-application/format/sds2016_confirmation.pdf

	
	はい　・　いいえ


	テーマ内容についての相談事項
	テーマの内容について、特に実行委員会に相談したいことがあればご記入ください。フィードバック時に可能な限りご回答するようにします。なお、必ずお応えできるとは限りませんのでご了承ください。

	
	

	依頼事項、連絡事項等
	実行委員会・事務局への依頼事項、連絡事項等がありましたらご記入ください。前回までのサマーデザインスクールでお気づきの点なども、こちらにご記入ください。なお、必ずお応えできるとは限りませんのでご了承ください。
※テーマワークで使用する机、椅子、ホワイトボード、付箋紙、模造紙、筆記用具などは主催者側で用意しますが、それ以外に必要な物品は原則として実施者側でご用意ください。
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